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1
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

専門家に指導を受けながらイス作り

に挑戦。継ぎ手に狙いを定めて慎重に

たたきます。“コン、コン”上手くはまっ

た手応えに思わず笑みがこぼれます。

・撮 影 日 １１月２４日

・撮影場所 伯太町東母里

（農林業祭）

今月の表紙

「イス作り」

地
域
を
つ
な
げ
て

未
来
を
ひ
ら
く

上
山
佐
地
区

中
山
間
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
会
議
の
挑
戦

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
山
間
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
住
民
主
体
の
活
動

が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
山
佐
地
区
で
は
平
成
２３
年
９
月
、

島
根
県
の
「
中
山
間
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、
地
域
の
在
り
方
や
仕
組
み
づ
く
り
を
模
索
す
る
「
上
山
佐
地
区
中
山

間
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
会
議
」（
加
藤
英
俊
座
長
）
を
設
立
。
住
民

主
導
に
よ
る
行
政
と
連
携
し
た
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
設
立
か
ら
３
年
目
を
迎
え
た
上
山
佐
地
区
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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上
山
佐
地
区
は
、
市
の
中
心
部

か
ら
南
へ
約
２０
㌔
（
車
で
約
３０

分
）
進
ん
だ
、
広
瀬
町
山
佐
地
区

（
下
山
佐
地
区
・
上
山
佐
地
区
・

奥
田
原
地
区
）
の
中
央
に
位
置
す

る
中
山
間
地
域
。
７
つ
の
集
落（
自

治
会
）
で
構
成
さ
れ
、
人
口
は
、

平
成
２３
年
７
月
時
点
で
４
６
１
人

（
１
４
０
世
帯
）。
６５
歳
以
上
の

人
口
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
３５
・

４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
過
疎
化

と
高
齢
化
の
潮
流
は
、
上
山
佐
地

区
も
例
外
で
は
な
く
、
今
後
も
連

続
的
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
の
状
態
で
推
移
す
る
と
、

平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
に
人

口
は
３
２
９
人
、
高
齢
化
率
は

４９
・
４
㌫
と
な
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
実
に
地
区
住
民
の

２
人
に
一
人
が
６５
歳
以
上
と
な
る

も
の
で
、
地
域
を
支
え
る
担
い
手

の
不
足
、（
買
い
物
・
通
院
な
ど

の
）
移
動
困
難
者
の
増
加
、
農
地

の
耕
作
放
棄
・
山
林
の
荒
廃
、
空

き
家
の
増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
、

近
い
将
来
、
生
活
の
質
の
低
下
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
で
き

な
い
と
い
っ
た
、
深
刻
な
事
態
に

直
面
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
今
は
良
く
て
も
１０
年
後
は
…
」。

こ
う
し
た
将
来
へ
の
不
安
に
対

し
、「『
何
と
か
し
な
け
れ
ば
』
と

い
う
思
い
が
地
域
に
芽
生
え
て
き

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
現
在
、

上
山
佐
地
区
中
山
間
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
会
議
で
座
長
を
務
め

る
加
藤
英
俊
さ
ん
。

そ
し
て
、
地
域
の
心
配
を
解
消

す
べ
く
、
上
山
佐
地
区
に
新
た
な

動
き
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

今
は
良
く
て
も
１０
年
後
は

上上山山佐佐のの名名所所「「天天馬馬山山」」頂頂上上かからら臨臨むむ上上山山佐佐地地区区のの集集落落。。

（（左左下下のの建建物物はは山山佐佐小小学学校校））

特集●上山佐地区の挑戦

●地域コミュニティとは？

平野の外縁（周辺）部か

ら山間地に至る、まとまっ

た平坦な耕地が少ない地域

のこと。

地域をより良くするため

に活動する、住民同士のつ

ながりや集まりのこと。

●中山間地域とは？
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平
成
23
年
度
に
島
根
県
が
「
中
山

間
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事

業
（
※
１
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
先
に
地
区
内
で
「
何
と

か
し
な
く
て
は
」
と
い
う
意
識
が
芽

生
え
始
め
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
今

後
、
安
来
市
で
予
想
さ
れ
る
過
疎
高

齢
化
の
推
移
を
す
で
に
先
行
し
て
示

し
て
お
り
、
ほ
か
の
地
区
へ
の
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
地
区
、
と
い
う

こ
と
か
ら
上
山
佐
地
区
を
推
薦
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
地
区
が
指

定
さ
れ
、
事
業
を
推
進
す
る
組
織
と

し
て
「
上
山
佐
地
区
中
山
間
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
会
議
」（
以
下「
再

生
会
議
」）が
結
成
。
そ
の
委
員
は
、

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
協
議
会
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
主
な
活
動

▽
平
成
23
年
度

・
委
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

地
域
の
課
題
や
特
徴
な
ど
を
抽
出
し

た
地
域
マ
ッ
プ
を
作
成
。

・
文
化
祭
で
の
地
域
マ
ッ
プ
や
集
落

ご
と
の
人
口
推
移
お
よ
び
、
今
後
の

推
計
表
を
掲
示
。

・
若
者
会
に
よ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

講
習
会
な
ど
。

▽
平
成
24
年
度

・
上
山
佐
名
所
め
ぐ
り
。

・
中
学
生
以
上
お
よ
び
盆
に
帰
省
さ

れ
た
地
区
出
身
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
。

・
文
化
祭
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
の
掲
示
な
ど
。

▽
平
成
25
年
度

・
３
つ
の
分
科
会
を
設
置（「
生
活
」

「
産
業
」「
文
化
・
交
流
」）。

・
第
２
回
上
山
佐
名
所
め
ぐ
り

・
上
山
佐
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
の

制
作
。

・
買
い
物
イ
ベ
ン
ト
「
交
流
セ
ン

タ
ー
で
山
佐
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
１
日
限

定
で
復
活
」
な
ど
。

島
根
県
で
は
、
平
成
24
年
度
に
策

定
し
た
中
山
間
地
域
活
性
化
計
画
に

よ
り
、「
中
山
間
地
域
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
地
域
指

定
を
行
い
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

上
山
佐
地
区
は
、
本
年
６
月
に
そ

の
重
点
支
援
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し

・政策企画部定住企画課
・市民生活部地域振興課
・広瀬地域センター

再
生
会
議
結
成

安来市

・島根県地域振興部
しまね暮らし推進課

・島根県中山間地域
研究センター

※１…中山間地域コミュニティ再生支援事業…集落を越えた公民館等の範囲で、新たに地域運営の

仕組みづくりを進める地域を部局連携しながら市町村とともにサポートする市町村支援事業。

島根県

山佐地区中山間地域コミュニティ再生会議の組織図

サポート

サポート

生
活
部
会

上山佐地区中山間地域
コミュニティ再生会議

産
業
部
会

文
化
・
交
流
部
会

広
報
部
会

館長 主事

（事務局）

人材

yamasa
club

人材

本
物
の
自
立
を
目
指
す

交流センター運営協議会

山佐交流センター

親和会

体育協会

児童館

７自治会

自主防災会

自治協議会

小学校

ＰＴＡ

若者会

婦人会

４



た
。
引
き
続
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
県
や
市
か
ら
の
財
政
支

援
を
一
切
受
け
て
い
な
い
こ
と
も
こ

の
地
区
で
の
取
り
組
み
の
特
徴
で
、

今
後
も
極
力
補
助
金
に
頼
ら
ず
に
事

業
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

再
生
会
議
だ
け
の
活
動
に
と
ど
ま

ら
ず
、
他
団
体
と
の
連
携
も
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
地
区

体
育
祭
（
体
育
協
会
主
催
）
で
は
、

自
主
防
災
会
の
「
消
火
訓
練
」、
再

生
会
議
が
企
画
し
た
「
参
加
者
全
員

で
の
集
合
写
真
撮
影
」
を
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。
人
口
が
減
少
し
て
い
け

ば
、
一
人
が
何
役
も
地
区
の
役
を
引

き
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
会
合
で

集
ま
っ
て
も
メ
ン
バ
ー
は
同
じ
顔
ぶ

れ
、
と
い
っ
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ

る
中
、
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
軽
減
対

策
も
体
育
祭
で
の
取
り
組
み
を
通
じ

模
索
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
生
会
議
の
活
動
に
呼
応

す
る
形
で
、
20
代
の
若
者
会
、
30
〜

40
代
の
子
育
て
世
代
の
活
動
が
活
発

に
な
り
、
婦
人
会
組
織
は
発
展
的
改

編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
若
者
会
」
は
、
出
店
な
ど
で
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
り
、
主

催
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
講
習
会
に

よ
り
、
そ
の
利
用
者
が
増
え
た
り
し

た
こ
と
で
、
世
代
間
の
交
流
の
促
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
30
〜
40
代
の
男
性
が
中
心

と
な
り
「y

am
asa

clu
b

（
ヤ
マ

サ
ク
ラ
ブ
）」
と
い
う
団
体
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。（
そ
の
内
容
は
６
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）

さ
ら
に
、
会
員
減
少
に
悩
む
婦
人

会
は
、
規
約
や
「
会
員
資
格
」
な
ど

と
い
う
規
定
の
な
い
緩
や
か
な
組
織

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
と
し
て
改
編
さ

れ
、
結
果
的
に
多
く
の
参
加
者
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

広
が
る
活
動
の
輪

▲地区の魅力を写真で伝えるとと

もに地区の行事日を記載した「上

山佐ふるさとカレンダー」。

▲上山佐地区のイメージキャラクター

「てんばごん」。

多くの来場者でにぎわった、買い物イベント「山佐マー
ケット」（９月 23日、会場は山佐交流センター）。

▲名所めぐり（天馬山の大割石）

特集●上山佐地区の挑戦
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「
遊
び
の
感
覚
で
、上
山
佐
の
た
め

に
何
か
で
き
な
い
か
」。こ
う
し
た
思

い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、平
成

２４
年
３
月
に
発
足
し
た「y
am
asa

clu
b

（
以
下
『
ヤ
マ
サ
ク
ラ
ブ
』）」。

上
山
佐
地
区
の
３０
〜
４０
歳
代
の
男

性
が
中
心
と
な
り
、
従
来
の
枠
組
み

を
越
え
た
自
発
的
で
善
意
的
な
活
動

が
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
追
い
風
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
人
口
の
少
な
い
中
山
間
地
域
で

は
、
一
人
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
会

の
役
員
を
重
複
す
る
こ
と
も
多
く
、

ま
た
、『
○
○
会
』
と
名
が
付
け
ば

『
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い

う
縛
り
も
出
て
き
ま
す
。
ヤ
マ
サ
ク

ラ
ブ
は
、
こ
う
し
た
型
に
と
ら
わ
れ

ず
、『
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
ら

楽
し
い
の
で
は
な
い
か
？
』
と
い
っ

た
思
い
付
き
に
、
賛
同
・
協
力
で
き

る
人
が
集
ま
り
、
楽
し
く
実
行
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
」。
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
岡
田
秀
明
さ
ん
は
、

こ
う
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
盆
踊
り
大
会

を
、
竹
灯
篭
や
子
ど
も
が
夢
を
描
い

た
あ
ん
ど
ん
な
ど
で
演
出
し
た
「
山

佐
夢
灯
篭
」
や
、
山
佐
ダ
ム
で
音
楽

や
天
体
観
測
な
ど
を
融
合
さ
せ
、
８

０
０
人
余
り
の
参
加
者
を
呼
び
込
ん

だ
「
山
奥
の
た
の
し
い
課
外
授
業
」

な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
次
々
と
企

画
。
活
動
資
金
は
、
ク
ラ
ブ
の
ロ
ゴ

を
あ
し
ら
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
製
作
・
販
売
し
て
捻
出
す

る
な
ど
、
助
成
金
に
頼
ら
な
い
運
営

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
岡
田
さ
ん

は
、「
で
き
る
範
囲
で
、
で
き
る
こ

と
を
す
る
の
が
大
切
。
地
域
を
側
面

か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

世
代
や
地
域
を
越
え
、「
共
感

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
一
緒

に
や
ろ
う
」。
メ
ン
バ
ー
を
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
協
力
者
を
テ
ー

マ
ご
と
に
募
り
交
流
人
口
を
拡
大

し
て
い
こ
う
と
す
る
や
り
方
は
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
新
た
な
手

法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

リーダーの岡田さん。

思
い
付
い
た
ら
楽
し
く
行
動
！

み
ん
な
で「
上
山
佐
」
を
盛
り
上
げ
た
い

y
am
asa

clu
b

（
ヤ
マ
サ
ク
ラ
ブ
）

写真中央は、４月に開催された「山奥のたのしい課外授業」の
様子（同左は、手づくりのイベントチラシ）。同右は「クリスマ
ス会」の様子。活動は、次世代交流の場にもなっています。

「山佐夢灯篭」。盆踊り大会の会場周辺を、
手づくり竹灯篭と、子どもが夢を描いたあん
どんで演出し、伝統行事に新たな魅力を加え
ました。
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奈
良
県
生
駒
市
に
住
ん
で
い
た
的

川
さ
ん
夫
婦
は
、
自
給
を
し
な
が
ら

自
然
に
親
し
む
昔
な
が
ら
の
生
活
が

し
た
い
と
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に

実
践
で
き
る
場
所
を
探
索
。
平
成
２３

年
秋
、
知
人
か
ら
上
山
佐
に
あ
る
古

民
家
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
山
や

田
畑
、
小
川
も
あ
っ
て
何
よ
り
か
や

ぶ
き
屋
根
が
魅
力
。
す
ぐ
に
お
世
話

に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
後
日
訪
れ
る
と
母
屋
裏
の
屋
根

は
な
い
、
床
は
抜
け
る
な
ど
大
改
修

が
必
要
で
、
こ
れ
で
は
無
理
だ
と

思
っ
て
お
断
り
を
入
れ
る
と
知
人
の

落
胆
振
り
が
凄
く
て
で
す
ね
。そ
れ
で

考
え
直
し
て
、や
る
こ
と
を
決
心
し

た
ん
で
す
よ
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

米
子
市
に
家
を
借
り
て
翌
年
春
か

ら
週
末
を
中
心
に
始
ま
っ
た
改
修

は
、
地
元
の
人
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
で
の
呼
び
掛
け
で
集
ま
っ
た

人
な
ど
、
的
川
さ
ん
の
夢
に
賛
同
す

る
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
仲
間
と
家
を
作
る
の
は
楽
し

い
。
昔
の
家
の
仕
組
み
や
先
人
の
知

恵
が
分
か
っ
て
勉
強
に
も
な
り
ま

す
。
多
く
の
人
と
こ
の
経
験
を
共
有

し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

完
成
は
ま
だ
先
で
す
が
、
平
成
２６

年
に
は
古
民
家
の
近
く
に
転
居
し
、

改
修
を
し
な
が
ら
新
生
活
を
始
め
る

予
定
。
上
山
佐

地
区
の
印
象
を

「
物
腰
の
柔
ら

か
い
人
が
多

い
。顔
見
知
り

に
な
る
と
親
身

に
な
っ
て
く
れ

て
、差
し
入
れ
を

も
ら
っ
た
り
、

草
刈
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

と
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
一
方
、
こ
こ
で
の
生
活
に
不
安

も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
地
区
の
少
子
高
齢
化
を
実
感
し

て
い
て
、
１０
年
後
・
２０
年
後
に
人
が

来
て
く
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
場
所

で
あ
る
の
か
ど
う
か
不
安
で
す
」。

そ
れ
で
も
移
住
を
決
め
た
の
は
、

上
山
佐
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
。

「
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
何

で
も
で
き
る
理
想
の
地
。
い
つ
か
は

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
開
き
、
農
作
物
の

栽
培
や
演
奏
会
・
ア
ー
ト
作
品
展
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
見
て
体
験
し

て
い
た
だ
け
る
場
に
し
た
い
で
す

ね
。
改
修
は
材
料
を
そ
ろ
え
な
が
ら

徐
々
に
行
う
つ
も
り
で
す
。

不
用
な
廃
材
な
ど
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
譲
り
く
だ
さ
い
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

古
民
家
再
生

上
山
佐
に
移
住
を
す
る
夫
婦

的
川

英
嗣
さ
ん

・
佳
奈
子
さ
ん

安
来
か
ら
は
る
か
離
れ
た
都
会
か
ら
、
上
山
佐
に
移
り
住
む
こ
と
を
決
め
た
夫
婦
が
い
ま

す
。
山
奥
に
残
っ
て
い
た
古
民
家
へ
の
移
住
を
目
指
し
て
改
修
に
取
り
組
む
的
川
英
嗣
さ
ん

と
佳
奈
子
さ
ん
。
お
二
人
に
そ
の
経
緯
や
上
山
佐
地
区
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

都
会
か
ら
上
山
佐
に

①

①かやぶき屋根の補修作業 ②改修中の古民家 ③床
張りも自分たちで ④フェイスブックなどを見て作業
に集まった人など ⑤周辺で採れる山の幸

②

特集●上山佐地区の挑戦

③④

⑤

誰
も
が
集
ま
る
場
所
に

●
的
川
さ
ん
連
絡
先

℡
０
８
０‐

４
１
６
４‐

２
９
５
８

７



再
生
会
議
結
成
当
時

の
上
山
佐
地
区
の
活
動

は
、
か
な
り
ゆ
っ
く
り

と
し
た
ペ
ー
ス
で
進
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
に
入
り
、「
生
活
」

「
産

業
」「
文

化
・
交

流
」
の
３
つ
の
分
科
会

が
結
成
さ
れ
て
か
ら

は
、
目
的
が
明
確
化
さ

れ
た
た
め
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
活

動
が
非
常
に
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ま
ず
生
活
部
会
が
買
い

物
弱
者
の
た
め
の
「
山
佐
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
企
画
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
最

初
は
協
力
団
体
で
あ
る
生
協
し
ま
ね

の
注
文
方
法
を
学
ぼ
う
と
、
勉
強
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
ら
、
そ
れ

を
聞
い
た
産
業
部
会
の
人
が
、
合
わ

せ
て
地
元
野
菜
の
即
売
会
を
し
た
い

と
申
し
入
れ
を
し
て
き
た
。
さ
ら
に

文
化
・
交
流
部
会
か
ら
は
、
自
主
制

作
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
も
一
緒
に
売
り

た
い
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
最
初
は

単
に
一
つ
の
部
の
一
つ
の
行
事
に
し

か
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
、
最
終
的
に

は
地
区
を
挙
げ
て
開
催
す
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

上
山
佐
地
区
が
、
ほ
か
の
地
区
と

大
き
く
違
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
世

代
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
点
で
す
。子
育
て
世
代
は

「y
am
asa

clu
b

（
ヤ
マ
サ
ク
ラ
ブ
）」

で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
し
、
奥
様
方
で
作
る
「
ひ
ま
わ
り

の
会
」
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
配
っ

て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。
ま
た
２０
代
は
「
若
者
会
」
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
で
ブ
ー
ス
を
出
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
各
世
代
の
活
動

が
ほ
か
の
世
代
の
活
動
に
も
そ
れ
ぞ

れ
絡
み
合
っ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た

様
子
は
ほ
か
の
地
区
で
は
な
か
な
か

見
ら
れ
な
い
動
き
で
す
。

今
後
の
活
動
に
は
、
各
会
で
共
通

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
各
世
代
で
キ
ー
マ
ン
が

い
る
と
全
体
が
ま
と
ま
り
や
す
い
の

で
す
が
、
徐
々
に
そ
う
い
っ
た
方
が

育
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
上
山
佐
地

区
の
強
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
上
山
佐
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
取
り
組
み
が
、
ほ
か
の
安
来
市
内

の
中
山
間
集
落
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

波
及
的
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

島根県しまね暮らし推進課

（安来市担当）

企画員 荒木俊輔さん

「
ほ
か
に
は
な
い
、
世
代
間
の
共
鳴
が
強
み
」
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中
山
間
地
域
に
お
け
る
過
疎
高

齢
化
は
、「
誇
り
の
空
洞
化
」
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
誇
り
の
空
洞
化
」
と
は
、
地

域
を
構
成
す
る
住
民
が
、
そ
こ
に

住
み
続
け
る
意
味
や
誇
り
を
見
失

い
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
言
い
換
え

れ
ば
、
地
域
を
再
生
す
る
た
め
に

は
「
誇
り
」
を
持
つ
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
言
い
表
し

て
い
ま
す
。

今
回
取
材
し
た
上
山
佐
地
区

は
、
確
か
に
人
口
数
は
多
い
地
区

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
ん
で
い

る
人
た
ち
の
地
元
に
対
す
る
熱
意

は
、
そ
の
人
口
数
を
カ
バ
ー
す
る

に
余
り
あ
る
も
の
で
し
た
。
押
し

寄
せ
る
少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
こ

の
波
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
お

う
と
す
る
上
山
佐
地
区
の
皆
さ
ん

の
姿
勢
は
、
市
に
と
っ
て
も
大
き

な
誇
り
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

結
成
当
初
は
、
活
動
も
手
探
り
状

態
で
、
地
域
課
題
の
抽
出
の
た
め
の

活
動
が
主
で
し
た
。

２
年
目
は
、
今
後
の
活
動
に
生
か

す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
や

「
少
し
動
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

名
所
巡
り
を
実
施
し
た
り
、
地
区
の

皆
さ
ん
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、「y

am
asa

clu
b

（
ヤ
マ
サ
ク
ラ
ブ
）」が
自
発

的
に
活
動
を
始
め
た
こ
と
は
、
地
域

に
動
き
が
出
て
き
た
ん
だ
な
と
実
感

が
沸
き
ま
し
た
。

３
年
目
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
は
、

会
議
を
全
体
で
行
っ
て
い
た
も
の

を
、
３
つ
の
分
科
会
を
取
り
入
れ
た

と
こ
ろ
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み

と
な
り
、
活
動
に
方
向
性
が
出
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
集

大
成
が
９
月
２３
日
に
行
っ
た
「
山
佐

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
し
た
。
お
陰
様
で

盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
で

き
、
特
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

り
、
人
が
集
ま
る
場
所
は
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
成
功
事
例
を
、
次
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
今
後
、
上
山
佐
地
区
が
自
立
し

て
活
性
し
て
い
く
た
め
に
も
、
先
を

見
据
え
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
動
す
る
上
で
、「
何
を

す
る
の
か
」
で
は
な
く
「
何
の
た
め

に
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
き
め
細
か

な
情
報
発
信
が
大
切
で
す
。
上
山
佐

は
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
交
流
・
活
性
化
が
図
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
人
が
集
ま
る
場
所
や
、
ふ

る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
活
用
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
地
区
内
外
の
人
に

「
上
山
佐
っ
て
い
い
な
ぁ
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
こ

に
住
む
人
た
ち
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

基
盤
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

地
区
の
ほ
か
の
団
体
と
も
連
携

し
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
取
り
組
み
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

インタビュー
～上山佐地区の取り組みについて聞く～

「
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
さ
ら
な
る
活
動
へ
」

上山佐地区中山間地域

コミュニティ再生会議

座長 加藤英俊さん

特集●上山佐地区の挑戦
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病
気
療
養
の
た
め
、
今
議
会
は
や

む
を
得
ず
欠
席
と
の
判
断
に
至
り
、

副
市
長
を
職
務
代
理
者
と
し
て
臨
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
１
月
、切
川
地
区
に
新
た
に
、

市
民
会
館
と
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
方
針
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
将
来
の
安
来
市
に
と
っ
て
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
市
政
の
礎
と
な
る
も

の
と
確
信
し
決
断
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
後
、
地
元
の
皆
様
並
び
に

市
議
会
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
切

川
地
区
開
発
事
業
全
体
が
、
い
よ
い

よ
実
施
段
階
に
移
行
す
る
時
期
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
安
来
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
市
民
会
館
の
移
設
建
て
替
え
に
よ

る
跡
地
利
用
や
、
商
工
会
議
所
か
ら

用
地
の
提
供
も
含
め
全
面
的
な
協
力

が
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
ご
指
摘
も
踏
ま
え
、
計
画

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

今
議
会
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
会
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
６
月
の
基
本
構
想
の
取
り
ま
と

め
以
降
、５
回
の
建
設
検
討
委
員
会
、

３
回
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

意
見
や
提
言
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

併
せ
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
る
設
計
業
者
も
決
定
し
、
基
本
設

計
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
市
民
会
館
の
実
現
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
４
回
の
建
設
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
本
市
の
財
政
状
況
は
、
決

し
て
安
泰
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
を
推
進
す

る
の
は
今
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
事
業
の
推

進
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

１１
月
８
日
、
新
校
舎
に
使
用
す
る

瓦
に
、
一
中
の
生
徒
た
ち
が
「
未
来

の
自
分
た
ち
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
書
き
入
れ
、
校
舎
正
面
玄
関

の
屋
根
に
葺
き
、
１１
月
末
に
完
成
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
１
月
７
日
に

は
校
舎
の
し
ゅ
ん
工
式
を
行
い
、
３

学
期
か
ら
は
、
新
校
舎
で
の
授
業
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
中
新
校
舎
の
完
成
に
よ
り
、
市

内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
校
舎
の

耐
震
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
学
校
教
育
環
境
整
備
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安安
来来
市市
民民
会会
館館
（（
仮仮
称称
））
基基
本本
設設
計計

ププ
ロロ
ポポ
ーー
ザザ
ルル
公公
開開
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
テテ
ーー

シシ
ョョ
ンン
のの
様様
子子
。。（（
１１００
月月
１１７７
日日
））

１２
月
２
日
、
市
議
会
１２
月
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
近
藤
市
長
が
表
明
し
た
市

政
運
営
に
対
す
る
所
信
の
要
旨
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第一中学校新校舎（正面玄関）

※
近
藤
市
長
が
療
養
中
の
た
め
、
新
田
副

市
長
（
市
長
職
務
代
理
者
）
が
代
読
し
ま

し
た
。

市
議
会
定
例
会
へ
の
欠
席
に
つ
い
て

第
一
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業

切
川
地
区
開
発
事
業
お
よ
び

新
安
来
庁
舎
建
設
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こ
れ
ま
で
、
島
根
原
子
力
発
電
所

が
行
う
計
画
等
に
対
す
る
事
前
了
解

な
ど
、
原
発
の
再
稼
動
に
つ
な
が
る

重
要
な
判
断
を
す
る
場
合
に
は
、
安

来
、
出
雲
、
雲
南
の
周
辺
自
治
体
３

市
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
、
島
根

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
10
月
29
日
に
原
発
に

関
す
る
重
要
な
問
題
で
県
が
判
断
す

る
際
は
、
３
市
か
ら
意
見
聴
取
す
る

こ
と
を
明
記
し
た
覚
書
を
島
根
県
と

取
り
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
１１
月
６
日
に
は
、
原
発
に
お

け
る
安
全
対
策
上
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
周
辺
自
治
体
の
意
向
が
反
映

さ
れ
る
制
度
を
設
け
る
よ
う
経
済
産

業
大
臣
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官

に
対
し
て
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
１１
月
２１
日
、
中

国
電
力
は
、
島
根
原
発
２
号
機
の
再

稼
動
を
目
指
し
、
立
地
自
治
体
の
松

江
市
と
島
根
県
に
対
し
て
、
新
規
制

基
準
の
適
合
性
確
認
申
請
の
事
前
了

解
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
同
日
、
安

来
市
に
対
し
て
も
申
請
内
容
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
出
雲
、
雲
南
、
米
子
、

境
港
の
周
辺
４
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
、
慎
重

に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
１１
月
５
日
と
１０
日
に
、
島

根
原
発
か
ら
３０
㌔
圏
内
の
立
地
自
治

体
と
周
辺
自
治
体
の
２
県
６
市
の
合

同
で
、
島
根
原
発
の
事
故
を
想
定
し

た
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
事

故
が
発
生
し
た
際
の
関
係
機
関
と
の

通
信
連
絡
、
住
民
広
報
な
ど
初
動
対

応
の
確
認
や
、
住
民
避
難
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
訓
練
を
重

ね
、
３
月
に
策
定
し
た
「
原
子
力
災

害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
計
画
」
の

実
効
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

第
９
回
を
迎
え
た
本
大
会
は
、
全

国
各
地
か
ら
４
９
６
７
名
の
選
手
を

お
迎
え
し
、
ま
た
、
姉
妹
都
市
交
流

ミ
リ
ア
ン

を
行
っ
て
い
る
韓
国
の
密
陽
市
か
ら

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
山
陰
最
大
の

マ
ラ
ソ
ン
の
祭
典
と
し
て
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
途
中
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

皆
様
に
は
、
コ
ー
ス
か
ら
遠
望
す
る

中
海
の
美
し
い
景
色
を
存
分
に
堪
能

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

大
会
後
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
お

手
紙
に
は
、
市
民
の
皆
様
に
よ
る
心

温
か
い
声
援
や
ス
タ
ッ
フ
の
心
遣
いつづ

に
対
す
る
お
礼
と
感
謝
の
言
葉
が
綴

ら
れ
て
お
り
、「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
基
本
と
し
た
本
大
会
を
通
し
て
、

人
情
味
の
あ
る
安
来
の
魅
力
が
全
国

に
発
信
で
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
大
会
関
係
者
並
び
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
決
案
件
１６
件
、
報
告
案
件
１

件
、
同
意
案
件
２
件
で
す
。

平
成
２５
年
度
安
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
総
額
１
億
４
９
０
０
万

円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模

は
２
５
４
億
９
１
０
０
万
円
と
し
て

お
り
ま
す
。

▽
主
な
内
容
…
下
ノ
原
２
号
線
道
路

改
良
事
業
５
０
０
０
万
円
、
安
来
庁

舎
建
設
事
業
１
８
１
０
万
円
、
汐
彩

住
宅
団
地
促
進
費
１
０
０
０
万
円
余

な
ど
、
併
せ
て
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

原
子
力
防
災

１１
月
３
日
開
催

な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

提
案
し
た
諸
議
案

市議会１２月定例会●市長所信

▲島根原発の周辺自治体の３市共
同で、国に対し原発の安全対策に
関する要望活動を実施。（１１月６日）

▲原子力防災訓練（住民
避難訓練）の様子。

■
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９
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段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
日
段
株
式
会

社
（
本
社
鳥
取
市
）
が
、
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ

る
さ
と
財
団
）
主
催
の
平
成
25
年
度
「
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総

務
大
臣
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
て
、
地
域
の
経
済
や
雇
用
、イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
事
業
者
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
同
社
は
、

平
成
２１
年
に
同
融
資
（
貸
付

団
体
は
安
来
市
）
を
活
用
し

て
、
安
来
イ
ン
タ
ー
工
業
団

地
に
基
幹
工
場
を
整
備
。
従

業
員
１４
人
の
地
元
雇
用
や
、

平
成
２３
年
８
月
に
市
と
災
害

時
支
援
協
定
を
締
結
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
用

段
ボ
ー
ル
製
間
仕
切
り
供
給

協
力
に
よ
る
地
域
防
災
力
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

１１
月
２８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ポ

プ
ラ
安
来
市
役
所
前
店
に
、
市
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
「
安
来
の

お
も
て
な
し
」
を
設
置
（
常
設
）
し
ま
し
た
。

市
と
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
と
の
災

害
時
支
援
協
定
締
結
を
き
っ
か
け

と
し
た
連
携
事
業
で
、
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
お
菓
子
や
加
工
品
、
あ
ら

エ
ッ
サ
く
ん
の
グ
ッ
ズ
な
ど
地
元

産
品
２２
品
を
並
べ
て
い
ま
す
。（
商

品
は
随
時
更
新
さ
れ
ま
す
）

充
実
し
た
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い

歯
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、

市
で
は
８０
歳
で
自
分
の
歯
を
２０
本
以

上
保
っ
て
い
る
市
民
を
「
８
０
２
０

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
達
成
者
」
と
し
て

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
達
成
者
は
６３
人
。
１１
月
26
日
に

安
来
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
表
彰
式

に
は
２２
人
が
出
席
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

「「ふふるるささとと企企業業大大賞賞」」受受賞賞

日日段段株株式式会会社社

８８００２２００達達成成者者、、今今年年度度はは６６３３人人

地域の経済・雇用創出などに貢献

健康な歯をいつまでも

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

近藤市長に受賞を報告する、日段株式会
社の山川正人社長（写真中央）、同社安
来工場の景山英樹工場長（同左）。

▲表彰式に出席した８０２０達成者の皆さん。

自分の歯が２０本以上あれば、ほとんどの食べ物を噛

みくだくことができます。心と体の健康を保ち、豊

かな人生を送るためにも、日ごろから歯の手入れを

心掛け、歯の健康を保ちましょう。

特特産産品品ココーーナナーーをを開開設設

ポプラ安来市役所前店に

１２



安
来
の
子
ど
も
た
ち
や
子

育
て
中
の
人
た
ち
が
、
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
笑
顔
で
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
子
育
て
講
演
会
の
開
催

子
育
て
に
対
す
る
考
え
方

や
子
ど
も
や
家
族
へ
の
接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
、「
ま
ず

は
親
が
学
ん
で
い
こ
う
！
」

と
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
親
学
の
実
施

小
学
校
や
幼
稚
園
に
出
向

き
、保
護
者
の
皆
さ
ん
と
ゲ
ー

ム
を
交
え
て
楽
し
み
な
が
ら
話

し
合
い
、
親
と
し
て
の
役
割

な
ど
の
気
づ
き
を
促
し
ま
す
。

▽
キ
ラ
☆
カ
フ
ェ
の
開
催

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
か

ら
社
日
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
す
る
親
同
士
の
お
話
会
。

仕
事
や
子
育
て
に
頑
張
っ
て

い
る
親
が
、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
よ
う
な
場
所
に
な
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
く

子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

悩
み
や
孤
独
感
を
持
つ
青

少
年
と
保
護
者
の
人
が
、
一

人
で
も
少
な
く
な
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
相
談
事
業
・
学
習
支
援

に
ぎ
わ
い
交
流
館
を
拠
点

に
、
平
日
は
青
少
年
や
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
心

理
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
や
、
必
要
に
応
じ
て
公
的

窓
口
へ
の
同
行
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
土
曜
日
は

相
談
者
間
の
つ
な
が
り
の
場

「
土
曜
の
寺
子
屋
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。ま
た
、受
験
・

復
学
の
た
め
の
学
力
支
援
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
森
の
見
た
夢
コ
ン
テ
ス
ト

安
来
産
材
の
キ
ャ
ン
パ
ス

板
に
、
夢
を
描
い
て
も
ら
う

コ
ン
テ
ス
ト
を
夏
に
実
施
。

▽
就
職
支
援
活
動

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
お

よ
び
、市
内
事
業
所
の
協
力
の

も
と
、就
職
希
望
の
青
少
年
を

対
象
に
職
場
体
験
を
実
施
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

「
土
曜
の
寺
子
屋
」
で
話

し
相
手
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
心
を
は
ぐ
く
む

１１７７

●問い合わせ

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

笑
顔
の
子
育
て
を
応
援

１１８８

皆さんに利活用していただくため、

ネットワークに加盟する団体をシリーズ

で紹介しています。

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人

青青
少少
年年
ササ
ポポ
ーー
トト
のの
会会

ＦＩＬＥ

ＦＩＬＥ

キキ
ララ
☆☆
キキ
ッッ
ズズ

９

森森のの見見たた夢夢ココンンテテスストト表表彰彰式式

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

●
問
い
合
わ
せ

青
少
年
サ
ポ
ー
ト

の
会
事
務
局

℡
２２‐

０
８
５
０

●
問
い
合
わ
せ

代
表

山
根
久
美
子

℡
０
９
０‐

４
５
７
８‐

８
７
６
７
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ミリアン ス サ ン

安来市の姉妹都市韓国・密陽市から、守山初等学校

５・６年生の児童 13 人が 11 月 19 日から４日間、姉

妹校の社日小学校を訪問し、ホームステイや授業体験

などを通じて同校の児童らと交流しました。

両校は、平成 17 年に姉妹校となり、毎年児童が相

互に訪問して友好を深めています。守山初等学校の児

童は、授業や合唱などを社日小学校の児童と行ったほ

か、どじょうすくい踊りや銭太鼓、あやとりなどの日

本の文化も体験。４日間の滞在はあっという間で、最

終日は抱き合って別れを惜しんでいました。

守山初等学校の児童の一人は、「みんなとても親切。

友だちに会いにまた来たい」と話していました。

11 月 11 日、嬉しいニュースが届きました。

フェンシング競技で世界を舞台に活躍している、安

来市出身の長島徳幸選手（法政大２年）が、インカレ

（全日本学生選手権）の男子個人フルーレの部で見事

優勝しました。島根県出身のフェンシング選手で、イ

ンカレ個人優勝を成し遂げたのは、2回のオリンピッ

クに出場した金津義彦選手をはじめ過去 4人で、22 年

ぶり 5人目。特に選手層が厚く、世界的にも上位入賞

の実績を持つフルーレ種目での優勝は初めてです。

益々強さを増していく長島徳幸選手、東京オリンピッ

クを目指し、今後も頑張ってほしいもの

です。

長なわとびなどで交流。前列左より２・

４・６人目が守山初等学校の児童。

決
勝
戦
を
１５‐

１４
で
競
り
勝
ち
、
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
長
島
選
手
。
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荒島地区の住民有志ら約 700 人で組織する同地区

活性化推進協議会（大槻嘉光会長）の創立 20 周年式

典が 11月 17日、荒島交流センターで開催されました。

協議会は、平成５年に地区の各所に存在する国史跡

などの古墳群が、古代出雲王陵の丘古墳公園として整

備されたのを機に創立。住みよい地域づくりを目指

し、さまざまな活動を行ってきました。式典では、平

成 16 年から地域間交流を続けている、東藤島地区ま

ちづくり推進協議会（福井市）の天谷会長ら４人もか

けつけ、両地区の交流促進や荒島地区の地域づくりへ

の貢献について決意を新たにしました。

また、同協議会が創立 20 周年を記念して作製し

た、地区内の古墳や郷土の発展に尽力した偉人を分か

りやすく解説した小冊子のお披露目も行われました。

市民や市内の福祉事業所を利用する障がいのあ

る人の、日ごろの活動や趣味などで制作した作品

を紹介する「第５回障がい者ふれあい作品展」が

12 月６日から４日間、和鋼博物館で開催されま

した。

作品展は、障がい者への理解と関心を高めるこ

とを目的とした障がい者週間（12 月３日～９日）

にあわせて企画。会場には、花・野菜などを描い

た油絵や塗り絵のほか、色紙を用いたクリスマス

リーフ、割り箸工芸など 45 点が並びました。感

性豊かで丁寧に手掛けられた作品は、来場者を楽

しませていました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

荒島地区活性化推進協議会が作製した、地区

の古墳群や偉人を紹介した小冊子。
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「第２回安来・月山戦国ロマンウオーク」が 11

月 16 日に開催され、約 400 人が紅葉に彩られた

戦国大名尼子氏ゆかりの地を歩きました。

コースは、安来節演芸館を発着点に、尼子氏が

本拠を構えた月山富田城跡や城下町広瀬のまち並
さんちゅう

みを巡る約 10 ㌔。途中、月山中腹の山中御殿で

は、富田城に関する歴史講話や尼子鉄砲隊による
かっちゅう

演武があり、また各所に甲冑姿のスタッフを配置

するなど、参加者を戦国ロマンへいざないました。

鳥取県琴浦町から参加した祇園美穂さんは、「近

くにこんなすごいお城があったとは知らなかっ

た」と、驚いた様子で話していました。

飯梨地区の９自治会で構成する飯梨地区自主防災

組織が、地域防災力向上のため、宝くじ助成金（㈶

自治総合センターのコミュニティ助成事業）を活用

して、防災資機材一式を購入しました。

資機材は、ヘルメットやテント、ＡＥＤ（自動体

外式除細動器）など全 30 品。プロジェクターやホ

ワイトボードもあり、講習会などを開催して地区住

民の防災意識向上に役立てていく予定です。同地区

は、高齢者世帯が多い上、7月の豪雨災害では、地

区内を流れる田頼川がはんらんするなど、自主防災

組織の役割はますます重要となっており、新たな資

機材は防災活動の大きな一助となりそうです。

情報科学高校の生徒が商品を厳選して販売する

「情報デパート」が 11 月 30 日と 12 月１日の 2

日間、同校の体育館などで行われ、全国の専門高

校で実習製造された加工食品や、地元の特産品な

どを買い求める人でにぎわいました。

この催しは、生徒が商品選定から仕入れ交渉、

陳列、販売までの一連のビジネス活動を実践する

場として開催。企業について学ぶ授業を選択して

いる３年生 26 人を中心に企画・運営されまし

た。会場では、熱心な商品説明や、ていねいな接

客もあり、自慢の品々が飛ぶよう

に売れていました。

宝宝くくじじ助助成成金金をを活活用用ししてて

購購入入さされれたた防防災災資資機機材材。。

史史跡跡・・月月山山富富田田城城跡跡をを巡巡るる参参加加者者。。
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新新着着図図書書紹紹介介

新しいお伊勢参り 井上宏生

笑うアコーディオン 横森良造

楽天イーグルス優勝への３２

５１日 山村宏樹

スナックちどり よしもとばなな

ヒカルの卵 森沢明夫

ルリュール 村山早紀

〈お子さんのほん〉

池上彰の憲法入門 池上 彰

ふたり 福田隆浩

おさかないちば 加藤休ミ

潮鳴り 葉室麟

見えざる網 伊兼源太郎

ガンコロリン 海堂尊

色づかいで人を見抜く カラー

読心術 河野万里子

タタラと型でつくる食器

神田慎一

〈お子さんのほん〉

つんつくせんせいとまほうの

じゅうたん たかどのほうこ

やじるし 平田利之

潜航せよ 福田和代

月と太陽 瀬名秀明

燃える家 田中慎弥

イン・ザ・ヘブン 新井素子

まほろ駅前狂騒曲 三浦しをん

探偵部への挑戦状 東川篤哉

独走 堂場瞬一

〈お子さんのほん〉

ぶたがとぶ 佐々木マキ

うみのしっぽ 内田麟太郎

おつきさんのぼうし 高木さんご

うまれたよ！コオロギ 中瀬 潤

火災予防の一環として、新町少年消防クラ

ブが行っている少年夜警活動は、昭和 49 年

から始まっており、約 40 年にわたり受け継

がれています。

このたび、長年にわたり地域で火災予防を

呼び掛けてきた活動に対し、安来市消防本部

消防長から同クラブに感謝状が贈られました。

消防本部では、新町少年消防クラブの活動

に対し、ほかの地域でも同様の取り組みが芽

吹いてくれればと、期待を寄せています。

秋の火災予防週間にあわせ、市民に防災意識を高めてもらおう

と 11 月 14 日、消防本部で「一日消防士」を実施しました。

一日消防士を務めたのは、市内の医療機関に勤務する、細田雅

彦さん、遠藤美樹さん、渡部由佳さん、藤原学さん、平井翔子さ

んの５人。消防制服を着用し、消防業務の概要などについて講義

を受けた後、救助器具の操作や消火器の取り扱い、放水訓練、は

しご車への搭乗など、消防士の仕事を体験しました。

参加者からは、「病院でも避難訓練や消火訓練がありますが、消火

器を使うのは初めて」という声も。体験を通じて初

期消火の大切さに対する認識を新たにしました。

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３２－４４５５

十十神神小小学学校校でで行行わわれれたた感感謝謝状状贈贈呈呈式式のの様様子子。。

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ
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年
末
年
始
の
市
役
所
・
市
関
連

施
設
の
休
業
日
等

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
先
月
号
の
広
報

紙
２３
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
各
施
設
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●●
市
役
所
各
庁
舎
の
休
業
日

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

休
業
日

１２
月
２８
日
㈯
〜
１
月

５
日
㈰
（
休
業
期
間
中
は
宿
日

直
対
応
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、

次
の
と
お
り
で
す
）

▽
安
来
●庁（
℡
２３‐

3
０
０
０
）

▽
広
瀬
●庁（
℡
２３‐

3
2
０
０
）

▽
伯
太
●庁（
℡
２３‐

3
3
0
０
）

▽
水
道
●庁（
℡
２３‐

２
0
2
0
）

※
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
安

来
駅
隣
接
・
℡
２３‐

７
６
６
7)

で
は
、
１２
月
３１
日
と
１
月
１
日

の
休
業
日
を
除
い
て
、
次
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
業
務

▽
住
民
票
・
印
鑑

証
明
書
、
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
定

期
（
回
数
）
券
の
即
日
交
付

▽
戸
籍
謄
抄
本
・
所
得
（
課

税
）
証
明
書
の
取
り
次
ぎ
（
申

請
書
を
受
け
て
後
日
交
付
し
ま

す
）

取
扱
時
間

８
時
３０
分
〜
１７
時

平
成
２５
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

●問
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２６‐

２
８
０
０

保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

平
成
２５
年
中
に
厚
生
年
金
や

国
民
年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は

退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
た
人
を
対
象
に
、
平
成

２５
年
分
と
し
て
支
払
わ
れ
た
年

金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
源
泉
徴
収
票
を
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
お
送
り
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期

平
成
２６
年
１
月
中

旬
。

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
宅
地
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●問
税
務
課
（
固
定
資
産
税
）

℡
２３‐

３
０
４
９

現
在
、
市
で
は
平
成
２７
年
度

に
実
施
す
る
固
定
資
産
税
評
価

替
え
の
準
備
作
業
と
し
て
、
不

動
産
鑑
定
士
に
委
託
し
て
宅
地

の
鑑
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
地
調
査
の
際
、
鑑
定
士
か

ら
の
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
は
、
国
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
不
動
産
鑑
定
士

が
行
う
鑑
定
評
価
に
基
づ
い

て
、
３
年
ご
と
に
評
価
額
を
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
期
間

平
成
２６
年
３
月
２４

日
ま
で
。

そ
の
他

鑑
定
を
委
託
し
た
不

動
産
鑑
定
士
は
、
市
が
発
行
す

る
証
明
書
を
所
持
し
て
い
ま
す
。

「
松
江
圏
都
市
計
画
下
水
道
事

業
計
画
変
更
」
原
案
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

●問
下
水
道
課
℡
２３‐

３
１
０
８

南
十
神
地
内
の
浸
水
対
策
を

図
る
た
め
、
事
業
計
画
を
変
更

す
る
原
案
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１
月
１６
日
㈭
１９

時
〜
、
安
来
中
央
●交

国税庁や税務署の職員を名乗り、ア

ンケートや年金受給調査と称して、年

齢や家族構成、年金の受給状況、口座

情報などの個人情報を聞き出そうとす

る事例が発生しています。

このような不審な電話があった場合

は、決して個人情報などを教えないよ

うご注意いただくとともに、松江税務

署にお知らせください。

あなたのチカラをお貸しください

※音声ガイダンスに従い「２」番を選択
してください。

日時・場所 １月１２日㈰

△

式典…１０時～、安来市民会館

△

通常点検・機械器具点検・一斉放水

…１１時１５分ごろ～、安来港ふ頭

税務職員を装った

不審電話にご注意ください

平成２６年安来市消防出初式

消消防防団団員員をを募募集集ししてていいまますす

●問松江税務署
℡０８５２‐２１‐７７１１

税務署からのお知らせ

安来市消防団では、男性団

員・女性団員を募集していま

す。住民の皆さんの安心安全を守るた

め、若い力を募集します。

●問消防総務課 ℡２３‐３４１０

防火・防災への誓いを新たに

挙行します。

行行

政政
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ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に

掲
載
す
る
事
業
広
告
の
募
集

平
成
２６
年
度
版
の
「
安
来
市

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
お
よ

び
、
「
安
来
市
分
別
の
手
引

き
」
（
平
成
２６
年
２
月
作
成
予

定
）
に
掲
載
す
る
事
業
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
作
成
後
は
、
各
自

治
会
等
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

い
ず
れ
も
１
月
１０

日
㈮
ま
で
（
必
着
）

●●
平
成
２６
年
度
安
来
市
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
０

対
象

事
業
者
（
広
告
代
理
店

を
含
む
）

広
告
枠
・
掲
載
料
（
１
枠
）

縦
５
×
横
１１
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、３
万
１
５
０
０
円
（
税
込
）

※
募
集
す
る
枠
数
は
６
枠
。

●●
安
来
市
分
別
の
手
引
き

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

対
象

市
内
の
事
業
者
（
広
告

代
理
店
を
含
む
）

広
告
枠
・
掲
載
料
（
１
枠
）

縦
４
×
横
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、５
万
２
５
０
０
円
（
税
込
）

※
募
集
す
る
枠
数
は
８
枠
。

「
平
成
２５
年
度
ご
み
収
集
日
カ

レ
ン
ダ
ー
」
の
訂
正
に
つ
い
て

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
１
０
０

ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
の

Ｂ
地
区
（
燃
や
す
ご
み
の
収
集

が
火
・
金
曜
日
の
地
域
）
の
内

容
に
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
個
所

１
月
３１
日
㈮
の
欄

訂
正
内
容

空
欄
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
通
常
ど
お
り
燃
や
す

ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

「
広
瀬
都
市
計
画
公
園
の
区
域

変
更
」
原
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

●問
都
市
計
画
課
℡
２３‐

３
２
４
０

広
瀬
中
央
公
園
の
都
市
計
画

公
園
区
域
を
変
更
す
る
た
め
の

原
案
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

縦
覧
期
間
・
場
所

１
月
６
日

㈭
〜
１
月
２０
日
㈪
、
都
市
計
画

課
（
広
瀬
●庁
３
階
）

意
見
書
の
提
出

安
来
市
民
お

よ
び
利
害
関
係
人
で
、
こ
の
案

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
意

見
書
の
様
式
は
任
意
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て

く
だ
さ
い
）

提
出
先

都
市
計
画
課

安
来
市
教
育
委
員
の
異
動

●問
教
育
総
務
課
℡
２３‐

３
３
２
６

●●
退
任
（
任
期
満
了
）

岩
田
幸
子
氏（
１１
月
８
日
付
、

旧
任
は
、委
員
長
職
務
代
理
者
）

●●
異
動

▽
委
員
長
…
岸
田
薫
氏
（
１１
月

９
日
付
。
旧
任
は
委
員
）

▽
委
員
長
職
務
代
理
者
…
川
崎

登
氏
（
１１
月
９
日
付
。
旧
任
は

委
員
長
）

●●
新
任

わ
か
ば
や
し

▽
委
員
…
少
林
浩
道
氏
（
１１
月

９
日
付
。
任
期
は
平
成
２９
年
１１

月
８
日
ま
で
）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

面接対象者 ①初めて入所（園）を希望する人

※新規入所児の兄・姉が継続入所

希望である場合を含む。

②保育の理由が「⑦その他（求職中

を含む）」の人

面接日程 第 1希望の保育所（園）へ次の日程の

とおりお越しください。

※事前の通知はいたしません。

・面接時間は１３時３０分～１５時

（受付時間は１３時～１４時３０分）

△

１月１４日㈫…やすぎ保育園、安来保育所

△

１月１５日㈬…みゆき保育園

△

１月１６日㈭…ふたば保育園

△

１月１７日㈮…ひろせ保育園、広瀬保育所

△

１月２０日㈪…赤江保育所、大塚保育所

△

１月２１日㈫…飯梨保育所、荒島保育所

△

１月２２日㈬…切川保育所、

城谷保育所（会場は社日●交）

△

１月２３日㈭…安田保育所、井尻保育所

△

１月２４日㈮…母里保育所、赤屋保育所

△

１月２７日㈪…布部保育所、比田愛育園

△

１月２８日㈫…あゆみ保育園（会場は島田●交）
注意事項

・日程の都合がつかない場合は、子ども未来課

まで事前にご連絡ください。

・継続入所を希望する人で、上記「面接対象者

の②」以外の人は、原則面接を行いませんが、

市が「面接が必要」と判断したときは、別途

連絡をします。

平成２６年度保育所（園）入所に関する

保護者面接を実施します

入所（園）資格の適正な審査を行うため、

家庭状況などの確認を目的に行います。

●問子ども未来課 ℡２３‐３２１４

岸田薫委員長少林浩道委員

１９



平
成
２５
・
２６
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
追
加
受
付

●申
●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
で
は
、
建
設
工
事
お
よ

び
、
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
に
つ
い
て
、
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
追

加
受
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
申
請
は
、
安
来
市
水
道

事
業
お
よ
び
、
安
来
市
病
院
事

業
へ
の
申
請
を
兼
ね
ま
す
。

詳
し
く
は
、
管
財
課
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１
月
７
日
㈫
〜
１

月
３１
日
㈮

「
し
ま
ね
版
特
区
」
申
請
受
付

●申
●問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推

進
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
６
５

地
域
の
活
性
化
の
た
め
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
事
業
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
に
よ
り
実
施

が
困
難
な
と
き
に
、
規
制
の
特

例
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
実
現
を
図
る
制
度
で

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、

民
間
企
業
な
ど
、
ど
な
た
で
も

申
請
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
１７
日
㈮
〜
１

月
３１
日
㈮

氏名、住所、年齢、性別

・70 歳以上の一人暮らし、または高齢者のみの世帯の人。

次の人は、本人の同意を得た場合に限り対象とします。

・介護保険要介護認定３以上で、居宅で生活をしている人。

・19 歳以上の身体障害者手帳１～２級または第１種所持者

で、居宅で生活をしている人。

・19歳以上の療育手帳Ａ所持者で、居宅で生活をしている人。

・その他、特に市長が認める人。

民生委員・児童委員、安来市社会福祉協議会、安来市自主防

災組織認定要綱により認定を受けた自主防災組織、消防署、

警察署

提供する
個人情報

見守り名
簿の対象
者（要援
護者）

提 供 先

※条例（案）の概要は、市のホームページおよび、福祉課（広瀬●庁）・

市民課④窓口（安来●庁）・伯太●地（伯太●庁）でご覧いただけます。

募集期間 １２月２０日㈮～１月１５日㈬

提出方法 住所・氏名・連絡先を明記の上、郵送・ＦＡＸ・電子メールな
どによりお寄せください。

提出先・●問 安来市福祉課 〒692-0404 安来市広瀬町広瀬７０３

℡２３‐３２１６／F ２３‐３２８１

メールアドレス：shougai@city.yasugi.shimane.jp

地域においてさまざまな「見守り活動」の取り組みが行われていますが、

これまでの取り組みでは要援護者の把握が必ずしも十分ではなく、市から

のさらなる情報提供が必要であるという声をいただいていました。

このため、支援を必要とするすべての人が、安心した生活が送れるよう

に、市が要援護者となり得る人の全体像が把握できる「見守り名簿」を新

たに作成し、関係機関へ情報提供することについて検討しています。

現在、対象となる人の個人情報の提供ができるよう、根拠となる条例の

整備を進めています。この条例（案）の概要について、市民の皆さんから

ご意見を募集します。

災害などの緊急事態に備え、地域において日ごろから支え合う

関係づくりを進めるために、市が保有する「支援が必要な人（要

援護者）」の情報を地域に提供するための条例を整備します。

皆さんのご意見を募集します（パブリックコメントの実施）

）
※ご意見はパブリックコメント以外の目的には使用しません。

※個別の回答はいたしませんので、ご了承ください。

※意見の概要とそれに対する市の考え方をまとめ、後日公表す

る予定です。（住所、氏名などの公表はいたしません）

市が保有する「要援護者」の個人情報を

地域に提供するための条例整備について

ＡＸ

条例（案）の概要※骨子

（

家に帰ったら

手洗い・うがいを！

２０



Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
者
対
象
の
公
立
学

校
臨
時
的
任
用
教
員
等
を
募
集

し
ま
す

●申
●問
島
根
県
義
務
教
育
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
２
２

募
集
内
容

平
成
２６
年
度
に
県

内
の
小
・
中
学
校
、高
等
学
校
、

特
別
支
援
学
校
に
勤
務
す
る
常

勤
・
非
常
勤
の
講
師
な
ど
。

免
許
資
格
要
件

▽
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
…
該
当
校
種
の

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る

こ
と

▽
特
別
支
援
学
校
…
盲

ろ
う

学
校
、
聾
学
校
、
養
護
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
教
諭
の

普
通
免
許
状
を
所
有
す
る
と
と

も
に
、
小
学
校
、
中
学
校
ま
た

は
高
等
学
校
の
教
諭
の
普
通
免

許
状
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

▽
養
護
助
教
諭
…
養
護
教
諭
の

普
通
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
。

応
募
期
限

１
月
７
日
㈫

そ
の
他

教
員
と
し
て
の
勤
務

経
験
は
不
問
で
す
。

ふ
く
し
の
職
場

就
職
準
備
研

修
（
無
料
）

●問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
５
７

福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

や
福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面

接
相
談
な
ど
、
就
職
に
関
す
る

相
談
、情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
２
日
㈰
１２
時
３０
分

〜
１６
時
３０
分

場
所

く
に
び
き
メ
ッ
セ

福
祉
・
介
護
の
就
職
準
備
応
援

セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
５
７

福
祉
・
介
護
分
野
で
の
就
職

希
望
者
や
就
職
内
定
者
を
対
象

に
開
催
。
福
祉
職
場
で
働
く
に

あ
た
っ
て
必
要
な
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
介
護

技
術
の
基
本
を
、
就
職
前
に
も

う
一
度
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

▽
Ａ
日
程
（
マ
ナ
ー
講

習
等
）
…
３
月
５
日
㈬

▽
Ｂ

日
程
（
介
護
技
術
講
習
）
…
３

月
６
日
㈭
〜
３
月
７
日
㈮

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

定
員

▽
Ａ
日
程
…
４０
人

▽

Ｂ
日
程
…
２０
人
。（
各
先
着
順
）

申
込
期
限

２
月
２８
日
㈮

そ
の
他

参
加
条
件
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
９
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
９
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２３
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１
月
２３
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１
月
１５
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１
月
２１
日
㈫
▽
５
〜
６

カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜
１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
…
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１
月
１７
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
演
会
「
助
産

師
さ
ん
に
よ
る
卒
乳
の
お
話
」

日
時
・
場
所

１
月
１４
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

●●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
（
要
申
込
）

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ

ル
ー
ン
を
使
っ
て
親
子
で
音
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

１
月
２８
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

フ
ッ
化
物
塗
布
研
修
会

（
無
料
・
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
歯
科
衛
生
士
会

℡
０
８
０‐

６
３
０
８‐

９
２
４
０

日
時
・
場
所

２
月
６
日
㈭
１４

時
〜
１６
時
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出

雲
（
出
雲
市
駅
南
町
）

●●
フ
ッ
素
物
塗
布
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
歯
科
衛
生

士
を
探
し
て
い
ま
す

歯
科
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る

人
や
新
人
さ
ん
な
ど
、

こ
の
機
会
に
フ
ッ
化
物

塗
布
に
つ
い
て
学
び
活

躍
し
ま
せ
ん
か
。

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

２１



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１
月
６
日
㈪
・
２０
日
㈪
・

２７
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
」

日
時

１
月
２２
日
㈬
・
２４
日
㈮

２９
日
㈬
・
３１
日
㈮
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

１
月
９
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
歳
〜
４０
歳

の
人
ま
た
は
、家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

１
月
７
日
㈫

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
１
月
９
日
㈭
・

１７
日
㈮
・
３０
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
１
月
２９
日
㈬
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

（
無
料
・
予
約
不
要
）

●問
松
江
地
方
法
務
局

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

１
月
１６
日
㈭
１７

時
３０
分
〜
２０
時
、
松
江
テ
ル
サ

４
階
（
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
）

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
売

買
な
ど
の
登
記
や
会
社
設
立
、

土
地
の
境
界
問
題
、
家
庭
内
の

も
め
ご
と
、
近
隣
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
、
戸
籍
の
問
題
や
国
籍
の

取
得
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

第
１１
回
宇
賀
荘
寒
椿
展

●問
宇
賀
荘
●交
℡
２３‐

０
７
２
１

地
元
の
ツ
バ
キ
や
珍
し
い
品

種
な
ど
多
彩
に
展
示
し
ま
す
。

（
椿
苗
や
椿
油
の
即
売
、
あ
ま

が
ゆ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

日
時

１
月
１７
日
㈮
〜
１
月
１９

日
㈰
９
時
〜
１７
時

場
所

宇
賀
荘
●交 イベント情報

QRコード

教教
室室
・・
講講
座座

相相

談談
●申●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

（安来市食生活改善推進協議会事務局）

地域で健康づくりのため活動している

ボランティア「安来市食生活改善推進員」

と一緒に、生活習慣病の基礎学習や手軽

にできる調理実習などをしませんか。

日 時 ２月７日㈮１０時～１３時３０分

場 所 安来中央●交

内 容 ・講話（食事バランス、薄味や

塩分を控える食べ方の工夫な

どの生活習慣病予防、ロコモ

予防について）

※ロコモ（運動器症候群）…

老化などにより、運動機能

が衰え要介護になる危険性

の高い状態。

・減塩みそ汁の試飲で薄味体験

・調理実習（簡単にできる薄味

でもおいしい料理）

参加費 ５００円

持ち物 筆記用具、エプロン、三角巾

申込期限 １月２０日㈪

イイ
ベベ
ンン
トト

生活習慣病
予防教室

基礎を

学ぼう！

２２



米
子
高
専
建
築
学
科
２
０
１
３

デ
ザ
コ
ン
優
秀
作
品
展
示
会

●問
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

℡
２３‐

０
０
０
７

今
年
度
、
米
子
市
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
高
専
デ
ザ
コ
ン
」

で
入
賞
し
た
、
米
子
高
等
専
門

学
校
の
作
品
（
ポ
ス
タ
ー
７
作

品
）
お
よ
び
建
築
模
型
を
展
示

し
ま
す
。
（
米
子
や
安
来
の
身

近
な
商
店
街
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
も
あ
り
ま
す
）

※
デ
ザ
コ
ン
（
全
国
高
等
専
門

学
校
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
）
と
は
、
生
活
環
境
に

関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
設
計
課

題
に
対
し
て
、
全
国
の
高
専
生

が
集
い
競
技
す
る
大
会
で
す
。

日
時

１
月
４
日
㈯
〜
３
月
３

日
㈪

場
所

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

第
８
回
安
来
市
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

●申
●問
安
来
市
体
育
協
会
（
市
民

体
育
館
内
）
℡
２３‐

１
９
２
３

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

日
時

２
月
１６
日
㈰
９
時
〜

場
所

伯
太
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）
※
コ
ー
ト
内

に
市
内
に
在
住
（
在
勤
）
す
る

人
が
２
人
以
上
い
る
こ
と
。

部
門

▽
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
（
４

人
の
合
計
年
齢
が
１
７
０
歳
以

上
。最
低
年
齢
者
は
３５
歳
以
上
）

▽
フ
リ
ー
の
部
（
１８
歳
以
上
年

齢
制
限
な
し
）

※
年
齢
は
平
成
２６
年
２
月
１
日

時
点
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
千
円
。

申
込
期
限

２
月
５
日
㈬

企
画
展
「
隠
岐
之
国
〜
島
々
の

歴
史
と
文
化
〜
」

●問
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

℡
０
８
５
３‐

５３‐

８
６
０
０

会
期

１２
月
２７
日
㈮
〜
２
月
２３

日
㈰
９
時
〜
１７
時
（
１
月
２１
日

㈫
・
２
月
１８
日
㈫
は
休
館
）

場
所

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
（
出
雲
市
大
社
町
）

観
覧
料

▽
一
般
…
４
０
０
円

▽
大
学
生
…
２
０
０
円

▽
高

校
生
以
下
…
１
０
０
円
。

そ
の
他

障
が
い
者
手
帳
保
持

者
お
よ
び
そ
の
介
助
者
１
人
は

無
料
。

第
一
中
学
校
新
校
舎
見
学
会

●問
安
来
第
一
中
学
校

℡
２２‐

２
２
５
０

日
時

１
月
２６
日
㈰
１２
時
〜
１６

時場
所

安
来
第
一
中
学
校

そ
の
他

新
校
舎
正
面
玄
関
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

会 期 平成２６年４月７日まで（開催中）

１０時～１６時３０分

※入館は１６時まで。

※１２月２５日㈬～１月１０日㈮、

４月１日は休館日。

場 所 安来市加納美術館

内 容 樂長次郎から人間国宝などの名

碗５０点
ようそん

※同時展示「日本画 池田遙邨展」

入館料 ・一般１０００円（団体料金あり）

・学生５００円（高校生以上）

※障がい者手帳をお

持ちの人、中学生

以下の人は無料。

●問安来市加納美術館
℡３６‐０８８０

展示案内 名碗 －名工の技－

楠部弥弌「色絵白梅茶碗」

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●申●問山陰中央新報地域振興局「リレートーク係」
℡０８５２‐３２‐３３６８
ホームページ http : //www.sanin-chuo.co.jo/talk/

日時 ２月１６日㈰１７時～１９時

場所 安来節演芸館ホール

内容 ①講演「観光まちづくりと住民参加」

観光規模が安来市と類似している津和野町

の戦略や取り組みを紹介します。

・講師…（一社）津和野町観光協会事務局長

斉藤謙一氏。

②市内の団体による事例発表

地域が誇る観光資源を、住民一体となっ

て継続的に発展させていく手法を考えます。

定員 １００人（要申込※先着順。入場無料）

しまね１９市町リレートーク（安来会場）

～テーマ「観光まちづくりと住民参加」～

そそ
のの
他他

※神々の国実行委員会主催。

第 16回安来市小中学校

特別支援学級合同作品展

日時 １月３１日㈮～２月３日㈪

１０時～１８時

（３日は１３時まで）

場所 プラーナ２階

内容 児童・生徒の作品展示、

通級指導教室紹介など。

ふふれれああいい広広場場

●問能義小学校・松本
℡２２‐２８５４

２３




